
大阪府の実態に合わせた直接埋立処分シナリオにおける被ばく線量の試算

直接埋立処分シナリオ（大阪府）

１ｍSv/ｙ相当
程度
（Bq/kg)

備 考

№ Cs(134+137)

82-1 焼却灰運搬船 操船作業者 外部 5.6 E -2 17,857

83-1 焼却灰運搬船 操船作業者 吸入 2.7 E -5 37,037,037

84-1 焼却灰運搬船 操船作業者 直接経口摂取 4.6 E -4 2,173,913

82-2 焼却灰ストックヤード（空）作業者 外部 7.4 E -2 13,514

83-2 焼却灰ストックヤード（空）作業者 吸入 2.7 E -5 37,037,037

84-2 焼却灰ストックヤード（空）作業者 直接経口摂取 4.6 E -4 2,173,913

82-3 焼却灰ダンプ 運転者 外部 6.8 E -2 14,706

83-3 焼却灰ダンプ 運転者 吸入 3 E -5 33,333,333

84-3 焼却灰ダンプ 運転者 直接経口摂取 2.5 E -4 4,000,000

※ No.は、「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料4」の経路No.に枝番号をつけた

焼却灰は長さ４ｍ、幅２．５ｍ、
高さ２ｍのダンプにある。
人は幅２．５ｍのがわにいて、
3mmの鉄板で遮蔽されている。
作業時間は1日7時間、年間
250日の半分

【大阪府】
焼却灰中濃度あた
りの年間被ばく線
量
(ｍSv/y per Bq/g)

Cs(134+137)

焼却灰は長さ４０ｍ、幅１５ｍ、
深さ５ｍの船に入っている。
人は船の短い側におり、2cmの
鉄板で遮蔽されている。
作業時間は１日６．５時間、年
間２５０日

焼却灰は130m×35mに厚さ
2cmで薄く積っている。
人はその上にいる。
作業時間は１日６．５時間、年
間250日
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直接埋立処分シナリオ（大阪府）

3,000Bq/kgの
焼却灰中の場
合の年間被ば
く線量
（mSv/y)

5,000Bq/kgの
焼却灰中の場
合の年間被ば
く線量
（mSv/y)

8,000Bq/kgの
焼却灰中の場
合の年間被ば
く線量
（mSv/y)

備 考

№ Cs(134+137) Cs(134+137) Cs(134+137)

82-1 焼却灰運搬船 操船作業者 外部 5.6 E -2 0.17 0.28 0.45

83-1 焼却灰運搬船 操船作業者 吸入 2.7 E -5 0.000081 0.00014 0.00022

84-1
焼却灰運搬船 操船作業者 直接
経口摂取 4.6 E -4 0.0014 0.0023 0.0037

82-2
焼却灰ストックヤード（空）作業者 外
部 7.4 E -2 0.22 0.37 0.59

83-2
焼却灰ストックヤード（空）作業者 吸
入 2.7 E -5 0.000081 0.00014 0.00022

84-2
焼却灰ストックヤード（空）作業者 直
接経口摂取 4.6 E -4 0.0014 0.0023 0.0037

82-3 焼却灰ダンプ 運転者 外部 6.8 E -2 0.20 0.34 0.54

83-3 焼却灰ダンプ 運転者 吸入 3 E -5 0.000090 0.00015 0.00024

84-3
焼却灰ダンプ 運転者 直接経口摂
取 2.5 E -4 0.00075 0.0013 0.0020

※ No.は、「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料4」の経路No.に枝番号をつけた

【参考】

【大阪府】
焼却灰中濃度あた
りの年間被ばく線
量
(ｍSv/y per Bq/g)

Cs(134+137)



直接埋立処分シナリオ

82-1 焼却灰運搬船 操船 作業者 外部被ばく

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.082398341

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 0.4

→0.4･･･重機（厚さ2cmの鉄板）を想定

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ40m×幅15m×深さ5m、密度1g/cm3の焼却灰の幅15mがわにいる

→134Cs=1.5ｘ10＾（-1）（μSv/ｈ per Bq/ｇ） 0.15

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

137
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.035340162

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 0.4

→0.4･･･重機（厚さ2cmの鉄板）同等とした

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ40m×幅15m×深さ5m、密度1g/cm3の焼却灰の幅15mがわにいる

→137Cs=5.5ｘ10＾（-2）(μSv/h ｐｅｒ Ｂｑ/ｇ） 0.055

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 0.0563418 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 17.7 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Dext(i)=Cw(i)・So・ｔｏ・ＤＦｅｘｔ(i)・



直接埋立処分シナリオ

82-2 焼却灰ストックヤード（空） 作業者 外部被ばく

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.108491149

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 1

→１･･･遮蔽なしとした

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ130m×幅35m×厚さ2cm、密度1g/cm3の焼却灰の上にいる

→134Cs=7.9ｘ10＾（-2）（μSv/ｈ per Bq/ｇ） 0.079

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

137
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.046584759

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 1

→１･･･遮蔽なしとした

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ130m×幅35m×厚さ2cm、密度1g/cm3の焼却灰の上にいる

→137Cs=2.9ｘ10＾（-2）(μSv/h ｐｅｒ Ｂｑ/ｇ） 0.029

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 0.074213 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 13.5 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Dext(i)=Cw(i)・So・ｔｏ・ＤＦｅｘｔ(i)・



直接埋立処分シナリオ

83-1, 83-2 焼却灰運搬船作業者、ストックヤード作業者 吸入

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
2.96634E-05

Dinh ： 作業時における核種ｉによる吸入被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.029663403

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

Ｃdust ： 作業中の空気中ダスト濃度（g/m3）→5x10^(-4)(g/m3) (p.30) 0.0005

ｆdust,inh ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（吸入摂取）（単位なし） 4

→4(p.30)

Ｂo ： 作業者の呼吸量(m3/h)→1.2(m3/h)(p.30) 1.2

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFinh(i) ： 核種iの吸入被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→134Cs=9.6ｘ10＾（-9）（Sv/Bq）=9.6x10^(-3)(μSv/Bq) p.47 0.009

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

13７Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
2.58304E-05

Dinh(i) ： 作業時における核種ｉによる吸入被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.025830446

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

Ｃdust ： 作業中の空気中ダスト濃度（g/m3）→5x10^(-4)(g/m3) (p.30) 0.0005

ｆdust,inh ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（吸入摂取）（単位なし） 4

→4(p.30)

Ｂo ： 作業者の呼吸量(m3/h)→1.2(m3/h)(p.30) 1.2

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFinh(i) ： 核種iの吸入被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→137Cs=6.7ｘ10＾（-9）(Sv/Ｂｑ）=6.7x10^(-3)(μSv/Bq) p.47 0.0067

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 2.75411E-05 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 36309.4 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Dinh(i)=Ｃw(i)・Ｃdust・ｆdust,inh・Ｂo・ｔｏ・ＤＦinh(i)・



直接埋立処分シナリオ

84-1, 84-2 焼却灰運搬船作業者、ストックヤード作業者 直接経口摂取

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
0.000521856

Ddirect ： 作業時における核種ｉによる直接経口摂取被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.521856159

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

ｆc,ing ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（経口摂取）（単位なし） 2

→2(p.30)

ｑ ： ダストの経口摂取率(g/h)→0.01(g/h)(p.30) 0.01

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFing(i) ： 核種iの経口被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→134Cs=1.9ｘ10＾（-8）（Sv/Bq）=1.9x10^(-2)(μSv/Bq) p.47 0.019

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

13７Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
0.000417656

Ddirect ： 作業時における核種ｉによる直接経口摂取被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.417656463

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

ｆc,ing ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（経口摂取）（単位なし） 2

→2(p.30)

ｑ ： ダストの経口摂取率(g/h)→0.01(g/h)(p.30) 0.01

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,625（ｈ/ｙ）・・・ 1,625

１日６．５時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFing(i) ： 核種iの経口被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→137Cs=1.3ｘ10＾（-8）(Sv/Ｂｑ）=1.3x10^(-2)(μSv/Bq) p.47 0.013

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 0.00046416 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 2154.4 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Ddirect(i)=Ｃw(i)・ｆc,ing・ｑ・ｔｏ・ＤＦing(i)・



直接埋立処分シナリオ

82-3 焼却灰ダンプ 運転 作業者 外部被ばく

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.099828759

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 0.9

→0.9･･･車両（厚さ3mmの鉄板）と同等とした

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→875（ｈ/ｙ）・・・ 875

１日７時間、年間２５０日の作業時間の半分が廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ4m×幅2.5m×高さ2m、密度1g/cm3の焼却灰の幅2.5mがわにいる

→134Cs=1.5ｘ10＾（-1）（μSv/ｈ per Bq/ｇ） 0.15

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

137
Cs

焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量
（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）

0.042815966

Dext(i) ： 作業時における核種ｉによる外部被ばく線量（μＳｖ/ｙ）

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

So ： 外部被ばくに対する遮へい係数（単位なし） 0.9

→0.9･･･車両（厚さ3mmの鉄板）と同等とした

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→875（ｈ/ｙ）・・・ 875

１日７時間、年間２５０日の作業時間の半分が廃棄物のそばで作業

ＤFext(i) ： 核種iの外部被ばくに対する線量換算係数（μSv/ｈ per Bq/ｇ）

線源 長さ4m×幅2.5m×高さ2m、密度1g/cm3の焼却灰の幅2.5mがわにいる

→137Cs=5.5ｘ10＾（-2）(μSv/h ｐｅｒ Ｂｑ/ｇ） 0.055

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 0.0682602 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 14.6 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Dext(i)=Cw(i)・So・ｔｏ・ＤＦｅｘｔ(i)・



直接埋立処分シナリオ

83-3 焼却灰ダンプ運転者 吸入

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
3.19452E-05

Dinh ： 作業時における核種ｉによる吸入被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.031945203

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

Ｃdust ： 作業中の空気中ダスト濃度（g/m3）→5x10^(-4)(g/m3) (p.30) 0.0005

ｆdust,inh ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（吸入摂取）（単位なし） 4

→4(p.30)

Ｂo ： 作業者の呼吸量(m3/h)→1.2(m3/h)(p.30) 1.2

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,750（ｈ/ｙ）・・・ 1,750

１日７時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFinh(i) ： 核種iの吸入被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→134Cs=9.6ｘ10＾（-9）（Sv/Bq）=9.6x10^(-3)(μSv/Bq) p.47 0.009

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

13７Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
2.78174E-05

Dinh(i) ： 作業時における核種ｉによる吸入被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.027817403

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

Ｃdust ： 作業中の空気中ダスト濃度（g/m3）→5x10^(-4)(g/m3) (p.30) 0.0005

ｆdust,inh ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（吸入摂取）（単位なし） 4

→4(p.30)

Ｂo ： 作業者の呼吸量(m3/h)→1.2(m3/h)(p.30) 1.2

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→1,750（ｈ/ｙ）・・・ 1,750

１日７時間、年間２５０日、廃棄物のそばで作業

ＤFinh(i) ： 核種iの吸入被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→137Cs=6.7ｘ10＾（-9）(Sv/Ｂｑ）=6.7x10^(-3)(μSv/Bq) p.47 0.0067

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 2.96596E-05 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 33715.9 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Dinh(i)=Ｃw(i)・Ｃdust・ｆdust,inh・Ｂo・ｔｏ・ＤＦinh(i)・



直接埋立処分シナリオ

84-3 焼却灰ダンプ運転者 直接経口摂取

1-exp(-λi・ｔｉ）

λｉ・ｔｉ

134Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
0.000280999

Ddirect ： 作業時における核種ｉによる直接経口摂取被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.28099947

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

ｆc,ing ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（経口摂取）（単位なし） 2

→2(p.30)

ｑ ： ダストの経口摂取率(g/h)→0.01(g/h)(p.30) 0.01

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→875（ｈ/ｙ）・・・ 875

１日７時間、年間２５０日の作業時間の半分が廃棄物のそばで作業

ＤFing(i) ： 核種iの経口被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→134Cs=1.9ｘ10＾（-8）（Sv/Bq）=1.9x10^(-2)(μSv/Bq) p.47 0.019

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.34657359

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

13７Cs
焼却灰中濃度当たりの年間被ばく線量

（ｍSv/y ｐｅｒ Ｂｑ／g）
0.000224892

Ddirect ： 作業時における核種ｉによる直接経口摂取被ばく線量（μＳｖ/ｙ） 0.224891942

Ｃｗ（ｉ） ： 作業中の核種iの濃度（Bq/g)→単位濃度当たりの計算をするため、1 1

ｆc,ing ： 微粒子への放射性物質の濃縮係数（経口摂取）（単位なし） 2

→2(p.30)

ｑ ： ダストの経口摂取率(g/h)→0.01(g/h)(p.30) 0.01

ｔｏ ： 年間作業時間（ｈ/ｙ）→875（ｈ/ｙ）・・・ 875

１日７時間、年間２５０日の作業時間の半分が廃棄物のそばで作業

ＤFing(i) ： 核種iの経口被ばくに対する線量換算係数（μSv/Bq）

→137Cs=1.3ｘ10＾（-8）(Sv/Ｂｑ）=1.3x10^(-2)(μSv/Bq) p.47 0.013

λi ： 核種iの崩壊係数（1/y）であり、λｉ=ｌｎ2/Ｔ（1/2）（ｉ） 0.023104906

Ｔ（1/2）（ｉ）は核種（ｉ）の半減期・・・134Ｃｓは2年、137Ｃｓは30年

λ（134Ｃｓ）は約0.35、λ（137Ｃｓ）は約0.023

ti ： 被ばく中の減衰期間（ｙ） 1年 1

焼却灰中濃度あたりの年間被ばく線量(Cs134+Cs137） 0.000249932 mSv/ｙ per Bq/ｇ

1mSv/y相当濃度(Cs134+Cs137) 4001.1 Bq/g

※ 計算式及び太字以外の数は「環境省災害廃棄物安全評価検討会（第3回）資料４」による

Ddirect(i)=Ｃw(i)・ｆc,ing・ｑ・ｔｏ・ＤＦing(i)・
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大阪湾広域臨海環境整備センターについて 

 

１ 設  立   昭和５７年３月１日 

       【根拠法令 広域臨海環境整備センター法（昭和５６年法律第７６号）】 

 

２ 目  的    

大阪湾圏域の広域処理対象区域において生じた廃棄物の適正な海面埋立てによる処理、

及びこれによる港湾の秩序ある整備を図るため、環境の保全に留意しつつ大阪湾の広域処

理場の建設管理等の業務を行うことにより、生活環境の保全及び地域の均衡ある発展に資

することを目的とする。 

 

３ 業  務 

 (1)港湾管理者の委託を受けて次の業務を行う。 
  ① 廃棄物埋立護岸の建設、改良、維持その他の管理 
  ② 廃棄物埋立護岸における廃棄物による海面埋立てにより行う土地の造成  

(2)地方公共団体の委託を受けて次の業務を行う。 
  ① 一般廃棄物等の最終処分場の建設、改良、維持その他の管理 
  ② 一般廃棄物等の海面埋立て 

 (3)産業廃棄物の最終処分場の建設、改良、維持その他の管理及び産業廃棄物の海面埋立

て 

 (4)前各号の業務に附帯する業務 

 

４ 資本金    １億３，６９０万円 

 

５ 出資団体  

【地方公共団体】 ８，６９０万円 

 近畿２府４県及び広域処理対象区域内の１６８市町村（平成２３年４月１日現在）  

【港湾管理者】  ５，０００万円 

 広域処理場整備対象港湾である大阪港、堺泉北港、神戸港及び尼崎西宮芦屋港の４港湾管理者 

 

６ 広域処理対象区域（Ｈ23.4現在） 

近畿 2府 4県のうち 168市町村（100市 59町 9村） 

  

７ 埋立処分場・搬入基地 

尼崎沖、泉大津沖、神戸沖、大阪沖の４つの処分場 

  大阪・堺・泉大津・和歌山・姫路・播磨・神戸・尼崎・津名の９つの搬入基地 

 

 ※：大阪府域で発生した（管理型）廃棄物は、大阪基地、堺基地で受入し、大阪沖処分

場へ海上輸送されて埋立処分されている。 

資料６－１(参考 1) 
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（大阪沖処分場） 

 

８ 経緯 

昭和 56年 12月 広域臨海環境整備センター法施行 

昭和 57年 3月 大阪湾広域臨海環境整備センター設立 

平成 2年 1月 尼崎沖処分場受入開始 

平成 4年 1月 泉大津沖処分場受入開始 

平成 13年 12月 神戸沖処分場受入開始 

平成 21年 10月 大阪沖処分場受入開始 

 

９ 廃棄物の流れ 

廃棄物は、受入区域ごとに各基地に搬入され、基地から海上輸送等により処分場に搬入し

ている。 

面積：95ha 

容量：1,400万m3 

廃棄物 

受入開始：2009年 10月 
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10 センター内での廃棄物の流れ 

 受入基地で受付 ⇒ 受入検査 ⇒ （一部はｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞで一時保管） 

⇒ 船舶への積込み ⇒ 処分場へ海上輸送 ⇒ ﾊﾞｯｸﾎｳで揚陸 ⇒ 埋立処分 
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11 受入基地の状況 

 (1)船舶への積込状況 

 

 

 



5 
 

(2)ストックヤード内での作業 

 

 

ストックヤード内で

は、廃棄物の積み下ろ

し、寄せ上げ、積み込

みの作業が随時行われ

ている。 
内部の状況は写真の

とおり。 
高さ2m～3mまでの
範囲で奥側壁面に寄せ

た形でストックしてい

る。 
床一面に薄い廃棄物

層がある。 
ストックヤード内に

は重機作業者のほかに

監督員がいる。 
粉じん防止用に床面

に散水実施。 
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12 揚陸と埋立作業（大阪沖処分場） 

 

 

 

 

 

 

廃棄物はバックホウで揚陸さ
れ、ダンプの荷台に降ろされ
る。 

廃棄物を積んだダンプは浮き
桟橋に移動する。 

浮き桟橋（移動可）におい
て、ダンプから海面に廃棄物
が投入される。 
 浮き桟橋では監督員が作業
を監督する。 
 浮き桟橋を移動させること
により、処分場内に均一に廃
棄物を投入する。 
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